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▼設計GL

▲基壇

▼内法高

▼頭貫天端

▼丸桁天端

▼上屋梁天端

▼棟木天端

丸桁	135×180
　（端部	H210［17％増し］）

内法長押	105×145

鴨居	165×54

敷居	165×45

地覆	120×120

地長押	105×145

葛石	180×150
　御影石本磨き仕上

御影石バーナー仕上
	t=25〜30（白御影石）

木負	122×122（反り高さは茅負下端の50％）
　（端部増し：無し）

裏甲	H61
（端部増し：20％［H73］）

軒付	H120×t24
（端部増し：30％［H156］）

銅板一文字葺	t=0.4
ゴムアスシート　ア）1.0（隅部、軒先二重張り）
野地板　ア）12　杉
野垂木	50×50＠360

真束	330×330
　（六角形）

母屋	105×105

梁	180×240
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▼敷居天端

▼中敷居天端

▼擬宝珠天端

丸桁	135×180
　（端部	H210［17％増し］）

頭貫	80×169

鴨居	165×54

敷居	165×45

地覆	120×120

地長押	105×145

葛石	180×150
　御影石本磨き仕上

御影石バーナー仕上
	t=25〜30（白御影石）

桔木	120×180

茅負	122×122(垂木幅×2)(反高さ90)
　（端部増し：15％［H140］）眉付

飛檐垂木	61×73

地垂木	61×73（先端	H76）

真束受梁	330×225
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二天像
（阿形） 観音像

二天像
（吽形）

2424（18支）

539(4支) 1347（10支） 539(4支)

3290

1616

方立	120×45

側柱	φ242

中柱	121×165

身舎柱	φ212

中柱	121×165

連子	80×40＠95

▼軒先ライン

▼茅負外角下端ライン

祭壇：巾広板張り
　　　（米ヒバ集成）
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間柱	45×80＠400

雪囲い支柱（隅部）120×105（六角形）
　　　　　　板决り（両側面	W30）

雪囲い支柱（中間）105×105
　板决り（両側面	W30）

落し板	t=24	W210内外
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観音堂

物置

平面図	兼	配置図	S=1:100

【ARによる詳細検討】

　作成した3Dデータを仮想的に現地にアウトプットし、建物の見

え方や実際の高さ、軒廻りの細部を検討。

　スマートフォンとGPSを利用することで、拡張空間上に建物を

出現させる技術を応用。

　拡張空間上で建物の内部に入り詳細部の検討をしたり、壁内部

などの完成後では不可視となる部分を見ることができる。

　この技術が最も効果を発揮したのは、建物が小さいために桔木

尻を小屋組内にどのように納めるか？という検討を行なった際で

ある。
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軒反り検討図	S=1:30（隅部）
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▼設計GL

▼敷居天端

▼内法高

▼頭貫天端

▼丸桁天端

▼上屋梁天端

▼棟木天端

▼擬宝珠天端

正面（南面）立面図　S=1:150 前面側西面立面図　S=1:150 背面側西面立面図　S=1:150 背面（北面）立面図　S=1:150 背面側東面立面図　S=1:75 前面側東面立面図　S=1:150


